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ＵＭＩＮ（１） ＵＭＩＮとは何か

国立大学病院のネットワーク組織として設立 （１９８９年）
⇒インターネットによりすべての医学・医療関係者へ

〇文部科学省の予算（東京大学の運営費交付金）で運用
（東大病院内に設置されたＵＭＩＮセンター）

〇国際的にも類例のない、大規模かつ多機能な
医学系公的研究教育情報ネットワーク
（45万人の登録利用者と月間１億件のWebアクセス）

〇ネットワークの活用方法を考える組織を持つ
（UMIN協議会、事務・薬剤・看護の各小委員会）
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ＵＭＩＮ（２） 目的

1. 最新の医学・医療情報の提供

2. 大学間の作業の共同化

3. 医学・医療上の交流の支援

4. 多施設臨床・疫学研究の支援

5. データの標準化と諸統計の整備

6. 医学教育・臨床研修の支援
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UMIN（３） 現行サービス

研究 教育

診療 大学病院業務

総合

情報提供・検索

情報提供支援

情報交流支援

http://www.umin.ac.jp/research/ http://www.umin.ac.jp/education/

http://www.umin.ac.jp/practice/ http://www.umin.ac.jp/uhosp/

http://www.umin.ac.jp/multi-purpose/

医療・生物学系リンク集

一般公開ホームページサービス
会員制ホームページサービス
永久保存ホームページサービス

電子メール
メーリングリスト開設
ファイル交換システム
Wiki
Blog
BBS

医療材料データベース 文部科学省文書広報システム

大学病院に関する統計資料収集システム群

国立大学病院関係医事紛争記録集

高度先進医療申請データ集

各種業務担当者・委員会等名簿

各種官職指定・業務指定ＨＰ及びML

AC - 学会情報

ELBIS - 医療・生物学系電子図書館

FIND - 各種助成等公募情報

INDICE - インターネット医学研究データセンター

ROCOLS - 教職員・学生公募情報

Web-QME  ー オンライン医学教育評価システム
ARIA ーオンライン案内・募集システム
EPOC  - オンライン卒後臨床研修評価システム
Debut ー オンライン歯科卒後臨床研究評価システム

http://www.umin.ac.jp/
http://www.umin.ac.jp/
http://www.umin.ac.jp/
http://www.umin.ac.jp
http://www.umin.ac.jp/


EPOC２の利用申請（１）
全体概要（利用申請初期画面）
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EPOC２の利用申請（２）
全体概要（処理の流れ）
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１．新規利用申請
１）新規利用申請（その１）ボタン
⇒郵便で管理用UMIN ID送付

２）新規利用申請（その２）ボタン
（EPOC管理用UMIN IDでアクセス）

２．既利用申請
既利用申請ボタン
（EPOC管理用UMIN IDでアクセス）

今までのStandard/Minimum EPOCの利用経験

一度もなし 一度でもあり
（EPOC管理用UMIN IDなし） （EPOC管理用UMIN IDあり）
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EPOC２の利用申請（３）
新規利用申請（その１）
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EPOC２の利用申請（４）
新規利用申請（その２）

差し替え



9

EPOC２の利用申請（５）
既利用申請（Standard/Minimum EPOCを既利用）

差し替え
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EPOC２の利用申請（６）
研修施設登録、研修医・指導医等のUMIN ID発行
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UMIN ID（１） ID発行の資格

http://www.umin.ac.jp/registration/
１）高等教育機関等の教職員・学生

２）学会に所属して学術研究活動を行っている研究者

３）非営利機関に勤務して、
学術情報の取り扱い（図書室、学会誌編集等）または
医学研究の支援（データ管理等）を業務としている方

４）臨床研修を行うもの及びこれの指導または関連業務
を行うもの
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http://www.umin.ac.jp/registration/


１．研修医・指導医・研修担当者へのＵＭＩＮ ＩＤの新規発行

１）研修医のUMIN IDは、各大学医学部に卒業時一括登録を依頼
（一括登録していない大学もある）
⇒研修医にはUMIN IDを持っているかまず確認
２）指導医、研修担当者、前述の一括登録で漏れた分の研修医を、
ＥＰＯＣ利用申請時に各病院から一括登録申請
３）ＥＰＯＣ利用申請時の登録漏れは、個別にＵＭＩＮに利用申請

（http://www.umin.ac.jp/registration/）

２．研修医・指導医・研修担当者へのＩＤ・パスワードの再発行

１）国立大学病院には、UMIN担当者がいるので各病院で対応
２）国立大学病院以外の病院は、ＵＭＩＮセンターで対応

（http://www.umin.ac.jp/registration/） 12

UMIN ID（２） 新規発行・再発行

http://www.umin.ac.jp/registration/
http://www.umin.ac.jp/registration/


UMIN、EPOC２のサポート（１）

１．UMINセンター人員体制
教員４名： 教授１、准教授１、特任助教２名
UMIN事務局担当者１５名： オペレータ１１名、事務４名
常駐システムエンジニア： ６名

上記のうちEPOC２専任担当者３名（オペレータ２名、事務１名）

２．UMINセンターサポート体制
〇平日は、EPOC２専任担当者が対応（原則メール）
〇土日・祝祭日は、EPOC２専任担当者以外のオペレータが障害
発生時の受付、発生した障害内容の確認のみ担当

〇平日と土日・祝祭日も含めて、障害発生時（ソフト及びハード）に
は、常駐エンジニアが緊急対応 13



UMIN、EPOC２のサポート（２）

オペレータ 事務 通常勤務時間

平日 ９－１１名 ４名 ９時ー５時半

土日・祝祭日※ １名 ０名 ９時ー５時半
（ただし、１２月３０日、１月１日、１月３日は、休み）

※土日・祝祭日は、システムの障害（動いていない、動作がおかしい等）対応のみ
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３．UMINセンターの勤務体制



UMIN、EPOC２のセキュリティ対策

１．センターの物理的保護

監視カメラ・出入口の生体認証

UMINセンター

５．通信の暗号化

WWW通信の暗号化（SSL）

２．インターネットからの侵入防止

ファイアウォールの設置

３．セキュリティホール対策

サーバソフトウエアの頻回アップデート

４．強いパスワードを要求

サーバソフトウエアの頻回アップデート

医療機関等
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UMIN、EPOC２のデータバックアップ

毎日 ⇒ 差分バックアップ

平日は、毎日、前日との差分を深夜にバックアップ採取

週末 ⇒ 全体バックアップ

週末の土日に、全体のバックアップを採取

週明け⇒ バックアップテープの遠隔地送付 （現在は、阪大病院）

週明けに、宅急便でバックアップテープ（暗号化済）を遠隔地送付

UMINセンターのデータバックアップ体制の
もとでEPOC２のバックアップ

⇒絶対にデータが消えないように！
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